
一
九
世
紀
以
⊥

　
　
　
　
　
　
剛

－
年
代
・
構
図
・
系
譜
…

の
那
覇
を
描
い
た
指
油
的
絵
図
の
基
礎
研
究

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
四
世
紀
前
後
か
ら
環
シ
ナ
海
域
で
琉
球
が
活
発
な
貿
易
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
、
琉
球
外
交
文
書
で
あ
る
岡
歴
代
具
案
』
の
研
究
や
発
掘
調
査
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
①

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
～
五
世
紀
初
頭
に
琉
球
が
統
一
さ
れ
る
と
、
中
山

王
国
は
国
王
主
導
の
「
国
営
貿
易
」
と
し
て
貿
易
を
独
占
し
た
。
琉
球
は
東

南
ア
ジ
ア
や
日
本
、
朝
鮮
に
も
船
を
派
遣
し
、
明
の
海
禁
・
朝
貢
政
策
と
あ

い
ま
っ
て
中
継
貿
易
国
と
し
て
繁
栄
し
た
。
那
覇
は
琉
球
で
唯
一
の
国
際
貿

易
港
と
し
て
大
き
く
発
展
し
、
多
様
な
機
能
を
有
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

一
六
琶
紀
こ
ろ
琉
球
の
貿
易
は
相
対
的
に
衰
退
し
、
一
六
〇
九
年
か
ら
日
本

の
薩
摩
藩
の
支
配
下
に
入
る
が
、
そ
の
後
も
申
国
と
の
貿
易
関
係
は
続
き
、

依
然
と
し
て
那
覇
港
は
琉
球
第
一
に
し
て
唯
一
の
貿
易
港
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
意
外
に
も
～
四
世
紀
か
ら
　
九
世
紀
に
お
け
る
那
覇
の
港
湾
都
市
と
し

堀

」

彰

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

て
の
当
時
の
景
観
や
機
能
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
招
い
た
大
き
な
理
由
の
一
つ
は
、
地
図
的
史
料

の
伝
存
が
非
常
に
乏
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
古
地
図
は
、
先
の

第
二
次
慢
界
大
戦
で
焼
失
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
作
成
さ
れ
る

機
会
に
乏
し
か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
図
的
な
史
料
の

範
囲
を
広
げ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
傭
鰍
的
絵
図
が
少
な
く
と
も
十
型
点
残
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

れ
て
お
り
、
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
個
別
に
用

　
　
　
　
　
　
　
④

い
た
研
究
も
あ
る
が
、
一
点
の
絵
図
の
一
部
分
を
恣
意
的
に
取
り
出
す
形
に

な
り
か
ね
な
い
危
険
を
伴
う
。
～
九
世
紀
以
前
の
那
覇
を
描
い
た
と
み
ら
れ

る
墨
黒
的
絵
園
は
管
見
の
限
り
＝
～
点
が
確
認
で
き
、
そ
の
幾
つ
か
に
つ
い

て
は
個
別
に
書
誌
的
検
討
が
な
さ
れ
、
数
点
の
系
譜
も
提
示
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
大
半
は
作
成
年
代
が
わ
か
っ
て
お
ら
ず
史
料
と
し
て
の
用
途
が
限
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
絵
図
の
内
容
を
総
合
的
に
比
較
・
検
証
す
る
こ
と
で
、
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作
成
年
代
あ
る
い
は
景
観
年
代
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る
研
究
の
展

開
が
期
待
で
き
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
一
九
世
紀
以
前
の
那
覇
を
描
い
た
す

べ
て
の
鈴
鰍
的
絵
図
を
対
象
と
し
て
、
作
者
と
空
間
的
内
容
と
を
検
討
し
、

作
成
年
代
な
い
し
景
観
年
代
を
絞
り
込
む
こ
と
と
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
系
譜
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

①
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
㎎
那
覇
市
史
通
史
編
第
一
耳
翼
近
代
史
睡

　
那
覇
市
役
所
、
一
九
八
四
。
安
里
進
「
琉
球
王
国
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
」
（
豊
見

　
山
和
行
編
『
日
本
の
晴
代
史
1
8
　
琉
球
・
沖
縄
史
の
世
界
幽
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
三
）
八
四
－
～
｝
五
頁
Q

②
古
琉
球
時
代
の
那
覇
に
つ
い
て
「
琉
球
国
図
」
を
分
析
し
、
若
狭
町
が
「
倭

　
人
扁
居
留
地
で
あ
り
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
も

　
の
と
し
て
、
上
里
隆
史
「
古
琉
球
・
那
覇
の
「
倭
人
」
居
留
地
と
環
シ
ナ
海
世

　
界
」
欄
史
学
雑
誌
盛
　
一
一
四
－
七
、
二
〇
〇
五
、
　
－
三
三
頁
、
が
あ
り
、
注
穏

　
さ
れ
る
。
近
世
琉
球
に
つ
い
て
、
高
良
倉
吉
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
都
市
の
論

　
理
」
（
高
良
倉
吉
、
豊
見
山
和
行
、
真
栄
平
房
明
編
『
新
し
い
琉
球
史
像
蝕
梼
樹

　
社
、
～
九
九
六
）
七
五
－
八
六
頁
、
と
、
高
橋
誠
一
『
琉
球
の
都
市
と
村
落
隔
関

　
西
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
、
が
あ
る
が
、
必
ず
し
も
一
次
史
料
か
ら
具
体
的
な

　
景
観
や
機
能
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

③
上
空
か
ら
広
い
範
囲
を
眺
め
た
よ
う
な
構
図
の
絵
図
を
表
す
語
と
し
て
本
稿
で

　
は
門
傭
鰍
的
絵
図
」
を
使
用
す
る
。
近
世
日
本
（
本
稿
で
は
「
日
本
」
に
琉
球
を

　
含
ま
な
い
）
の
備
鰍
的
絵
図
を
扱
っ
た
研
究
と
し
て
、
う
ん
の
か
ず
た
か
岡
ち
ず

　
の
し
わ
㎞
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
五
。
矢
守
一
彦
糊
古
地
図
へ
の
旅
』
朝
日
新
聞

　
社
、
一
九
九
二
。
ス
ミ
ス
・
D
・
ヘ
ン
リ
ー
コ
三
図
の
政
治
学
一
幕
末
期
に

　
お
け
る
五
雲
亭
貞
秀
の
国
土
像
一
偏
（
黒
田
臼
出
男
、
ベ
リ
・
メ
ア
り
目
エ
リ
ザ

　
ベ
ス
、
杉
本
史
子
編
『
地
図
と
絵
図
の
政
治
文
化
史
鰍
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇

　
〇
～
）
～
〇
三
－
～
三
四
頁
、
が
あ
る
。

④
南
出
翼
助
「
異
文
化
受
容
空
問
と
し
て
の
港
！
～
九
世
紀
の
那
覇
港
点
描

　
一
」
（
追
手
門
学
院
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
会
編
『
他
文
化
を
受
容
す
る
ア
ジ

　
ア
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
〇
）
一
六
五
－
｝
八
四
頁
。

第
一
章
　
研
究
対
象
と
先
行
研
究

　
一
九
世
紀
以
前
の
那
覇
を
描
い
た
と
み
ら
れ
る
傭
緻
的
絵
図
は
管
見
の
限

り
｝
二
点
あ
る
（
表
｝
・
写
真
一
～
ご
一
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
鎌
倉
に
よ
れ
ば
、
琉
球
の
傭
鰍
的
絵
図
は
貝
摺
奉
行
所
絵
師
の
呉
著
仁
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

よ
っ
て
初
め
て
描
か
れ
た
。
～
七
七
〇
年
か
ら
三
年
間
北
京
に
留
学
し
た
後
、

初
め
て
中
国
伝
水
墨
画
の
様
式
を
も
っ
て
旧
市
役
所
本
（
写
真
三
）
を
画
き
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
慎
思
九
が
旧
浦
添
家
本
（
写
真
二
）
を
制
作
し

た
と
論
じ
て
い
る
。
安
里
は
、
構
図
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
貝
摺
奉
行
所
の

絵
師
が
旧
市
役
所
本
↓
滋
賀
大
本
（
写
真
囚
）
↓
浦
美
本
（
写
真
五
）
↓
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

草
本
A
（
写
真
六
）
の
順
で
模
写
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。

　
個
々
の
絵
図
に
関
し
て
も
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

島
袋
は
、
旧
市
役
所
本
の
作
者
を
「
上
ノ
蔵
の
画
家
友
寄
某
」
と
い
い
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

浦
添
家
本
に
早
寒
寒
九
落
款
」
が
あ
る
と
す
る
。
謝
敷
は
、
浦
美
本
の
作
成

年
代
の
下
限
を
明
治
二
〇
年
前
後
と
し
、
第
六
扇
の
左
端
上
部
の
「
落
平
樋

川
（
ウ
テ
ィ
ン
ダ
ヒ
ー
ジ
ャ
ー
）
」
の
樋
（
と
い
）
が
二
基
あ
る
こ
と
か
ら
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一九世紀以前の那覇を描いた傭鰍的絵図の基礎研究（掘川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

上
限
を
一
八
〇
七
年
と
し
た
。
混
然
は
、
首
里
城
正
殿
の
改
修
と
、
奉
神
門

お
よ
び
広
里
門
の
改
規
等
を
手
が
か
り
に
県
博
本
A
の
景
観
年
代
は
一
七
二

九
年
か
ら
一
七
六
八
年
、
旧
市
役
所
本
は
一
七
五
四
年
か
ら
｝
七
六
八
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

問
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
岩
脇
は
、
滋
賀
大
本
の
屏
風
の
作
成
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

代
を
一
八
三
〇
年
代
後
半
以
降
、
明
治
期
に
は
下
ら
な
い
も
の
と
推
測
し
た
。

表1　研究対象史料一覧

豊
見
山
は
、
滋
賀
大
本
に
は
進
貢
船
に
向
か
う
薩
摩
役
人
の
小
舟
の
旗
に
島

津
家
の
家
紋
と
「
唐
物
方
」
の
文
字
が
描
か
れ
て
お
り
、
　
八
四
四
年
に

「
産
物
方
」
と
改
称
さ
れ
た
た
め
、
滋
賀
大
本
の
絵
図
が
一
八
四
四
年
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
論
じ
て
い
る
。

　
右
の
よ
う
に
幾
つ
か
の
指
摘
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
た
と
え
ば
伊

名
称

略
称

所
蔵
者

写
真
1

「
琉
球
図
」

岩
瀬
本

西
尾
市
岩
瀬
文
魔

一
九
…
八
年
購
入

写
真
2

「
首
里
那
覇
泊
全
景
図
」

旧
浦
添
家
本

旧
浦
添
黒
豆
家

原
本
焼
失
。
写
真
は
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
所
蔵

島
袋
、
鎌
倉

写
真
3

「
首
里
那
覇
全
崇
図
屏
風
」

旧
市
役
所
本

旧
那
覇
市
役
所

原
本
焼
失
。
写
真
は
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
所
蔵

島
袋
、
鎌
倉
、
伊
從
、
安
里

写
真
4

「
琉
球
貿
易
図
屏
風
」

滋
賀
大
本

滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館

一
九
六
二
年
彦
根
市
の
松
井
氏
よ
り
寄
贈

安
里
、
岩
崎
、
豊
見
山

写
真
5

「
琉
球
交
易
港
図
屏
風
」

浦
美
本

浦
添
市
美
術
館

～
九
八
七
年
高
良
氏
よ
り
寄
贈

謝
敷
、
安
里
、
岩
崎

写
真
6

門
首
里
那
覇
港
図
屏
風
」

県
博
本
A

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

登
記
番
号
一
八
七
八
番
。
一
九
五
九
年
比
嘉
氏
よ
り
購
入

伊
從
、
安
里

写
真
7

「
琉
球
進
貢
船
図
屏
風
」

京
大
本

京
都
大
学
総
合
博
物
館

　
九
三
二
年
購
入

写
真
8

「
首
里
那
覇
鳥
鰍
図
」

県
博
本
B

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

登
記
番
号
　
七
七
八
番
。
　
九
五
八
年
平
芝
氏
よ
り
購
入

写
真
9

「
首
里
那
覇
鳥
鰍
図
」

公
文
書
館
本

沖
縄
県
公
文
書
館

一
九
九
六
年
～
○
月
寄
贈
「
岸
秋
正
文
庫
」

写
真
1
0

「
首
里
那
覇
鳥
鰍
図
屏
風
」

那
覇
市
本

那
覇
市

骨
董
屋
観
宝
堂
よ
り
本
紙
を
購
入
し
、
後
に
那
覇
市
が
屏
風
に
仕
立
て
た
も
の
。

写
真
1
1

「
首
里
那
覇
図
」

県
図
本

沖
縄
県
立
図
書
館

写
真
1
2

「
首
里
・
那
覇
之
図
」

県
博
本
C

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

登
記
番
号
二
〇
九
七
番
。
一
九
よ
ハ
～
な
＋
武
田
氏
よ
り
朧
耀
入

注）先行研究の詳細については、第一章の注を参照のこと
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纐轟』灘・謹t．・t

才

写真1　「琉球図」（岩瀬本）縦27．5×横44．5cm　西尾市岩瀬文庫蔵

写真2　「首里那覇泊全景図」（旧浦添家本）（写真：沖縄県立芸術大学蔵）
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一九世紀以前の那覇を描いた傭畷的絵図の基礎研究（堀川）

写真3　「首里那覇全景図屏風」（旧市役所本）六曲半双（写真：沖縄県立芸術大学蔵）

写真4　「琉球貿易図屏風」（滋賀大本）六曲半双縦162．ユ×横332．5cm滋賀大学経済学部附属史料館蔵

　写真5　「琉球交易港図屏風」（浦美本）六曲半双　縦120X横292cm　浦添市美術館蔵
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写真6　「首里那覇港図屏風」（県博本A）八曲半双　縦113×横379cm　沖縄県立博物館・美術館蔵

写真7　「琉球進貢船図屏風」（京大本）六曲半双、縦106X横267c皿　京都大学総合博物館蔵

品真8　「首里那覇鳥田図」（県博本B）縦355×横104．8cm　沖縄県立博物館・美術館蔵
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一九世紀以前の那覇を描いた傭鰍的絵図の基礎研究（堀川）

写真10　「首里那覇鳥鰍図屏風」（那覇市本）

本紙縦132×横125c皿　那覇市蔵

灘・

写真9　「首里那覇鳥鰍図」（公文書館

　　　本）掛軸，縦135．1×横
　　　68．6cm　沖縄県公文書館蔵

写真11「首里那覇図」（県藤本）縦125×横
116cm　沖縄県立図書館蔵
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写真12　「首里・那覇之図」（県博本

　　　　C）掛軸，縦172×横60c皿
　　　沖縄県立博物館・美術館蔵
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從
と
安
里
ら
の
説
に
は
一
定
の
組
酷
が
あ
る
な
ど
、
絵
図
そ
の
も
の
や
系
譜

に
関
す
る
議
論
に
は
未
だ
定
ま
っ
た
も
の
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
は
、
作
成
年
代
と
景
観
年
代
を
厳
密
に
区
別
し
た
上
で
絵
図

群
を
包
括
的
に
と
ら
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
全
く
検
討

の
無
い
絵
図
が
少
な
く
と
も
七
点
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

こ
れ
ら
も
含
め
た
総
合
的
な
検
証
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
先

行
研
究
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
一
二
点
の
絵
図
の
系
譜
を
検
討
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
絵
図
を
相
互
比
較
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
こ
と
が
わ
か
る
と
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
個
々
の
絵
図
に
も
不
明
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
特
に

旧
浦
添
家
本
の
作
者
が
町
勢
九
で
あ
る
と
い
う
説
は
再
考
の
必
要
が
あ
る
。

以
下
で
は
、
ま
ず
作
者
の
検
討
を
行
い
（
第
二
章
）
、
そ
の
上
で
描
か
れ
た

都
市
景
観
（
第
三
章
）

し
た
い
。

と
構
図
上
の
系
譜
（
第
四
章
）
に
着
目
す
る
こ
と
に

①
漆
工
芸
全
般
の
製
作
を
管
掌
す
る
役
所
で
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
「
官
爵
位

　
階
職
之
事
」
に
よ
る
と
、
絵
師
は
七
人
が
召
抱
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
外

　
間
守
善
・
波
照
間
永
吉
編
『
底
本
琉
球
国
由
来
記
』
角
川
書
店
、
一
九
九
七
、
五

　
六
－
五
七
頁
）
。

②
鎌
倉
芳
太
郎
『
沖
縄
文
化
の
遺
宝
l
l
本
文
編
・
写
真
編
1
」
』
岩
波
書
店
、

　
一
九
八
二
。
な
お
旧
浦
添
家
本
、
旧
市
役
所
本
は
焼
失
し
て
現
存
し
な
い
た
め
、

　
戦
前
（
一
九
二
四
～
一
九
二
七
年
）
に
鎌
倉
が
撮
影
し
た
写
真
を
利
用
す
る
。
鎌

　
倉
に
よ
る
と
、
旧
市
役
所
本
は
無
款
で
あ
る
が
箱
書
き
に
乱
調
仁
の
筆
と
い
う
銘

　
記
が
あ
る
と
い
う
。
旧
浦
添
家
本
は
根
拠
を
示
さ
な
い
ま
ま
慎
思
九
筆
で
あ
る
と

　
し
て
い
る
。
右
下
に
印
章
が
二
つ
あ
る
が
こ
れ
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
未
解
読
と

　
な
っ
て
い
る
（
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所
編
『
鎌
倉
芳
太
郎
資
料
目
録
』
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同
研
究
所
、
～
九
九
八
、
四
八
頁
、
番
号
六
三
参
照
）
。

③
安
黒
土
「
講
演
録
琉
球
王
国
と
琉
球
貿
易
図
屏
風
」
糊
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附

　
属
史
料
館
研
究
紀
要
㎞
三
三
号
、
二
〇
〇
〇
、
　
一
一
四
頁
。

④
島
袋
全
発
噸
那
覇
変
遷
記
㎞
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
へ
九
七
八
（
初
出
一
九
三

　
〇
）
。
口
伝
に
よ
れ
ば
浦
添
御
殿
の
元
祖
浦
添
王
子
朝
英
が
、
摂
政
に
な
っ
た
と

　
き
（
　
七
九
四
～
　
七
九
七
年
）
に
慎
思
九
を
邸
内
に
抱
え
て
製
作
さ
せ
た
薩
摩

　
藩
へ
の
献
納
晶
と
同
筆
同
工
の
図
で
あ
る
と
い
う
。

⑤
謝
敷
真
起
子
「
琉
球
交
易
港
図
考
」
門
き
よ
ら
さ
一
浦
添
市
美
術
館
ニ
ュ
ー

　
ス
…
』
　
一
八
・
一
九
号
、
一
九
九
八
。

⑥
伊
從
勉
「
琉
球
王
権
の
場
所
－
首
里
城
正
殿
唐
破
風
の
誕
生
と
そ
の
改
修
に

　
つ
い
て
一
」
『
建
築
史
学
』
三
一
、
一
九
九
八
、
一
－
三
七
頁
。

⑦
岩
崎
奈
緒
子
「
報
告
書
『
琉
球
貿
易
図
屏
風
㎞
の
成
立
に
つ
い
て
一
下
四
文

　
書
の
検
討
か
ら
i
」
『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
㎞
三
四
号
、

　
二
〇
〇
｝
、
　
一
－
一
二
頁
。

⑧
豊
見
山
和
行
「
モ
ノ
と
図
像
が
語
る
琉
球
史
『
琉
球
貿
易
図
屏
風
㎞
を
読
む

　
（
上
・
下
）
」
胴
沖
縄
タ
イ
ム
ス
』
、
二
〇
〇
四
、
～
月
五
日
・
～
二
日
（
朝
刊
一

　
版
文
化
＝
面
・
七
面
）
。

第
二
章
轡
量
的
検
討

　
絵
図
に
付
さ
れ
た
識
お
よ
び
落
款
・
印
章
か
ら
作
者
と
作
成
年
代
を
推
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
得
る
絵
図
を
四
点
検
討
す
る
。

（【

j
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
「
琉
球
図
」
（
岩
瀬
本
・
写
真
じ

岩
瀬
本
に
は
、
右
上
に
「
中
山
股
元
良
画
琉
球
之
図
、
漿
葭
堂
蔵
幅
、
天

保
四
年
癸
巳
暮
春
令
中
島
憲
秀
模
　
曇
勝
閣
蔵
」
と
識
が
あ
る
。
琉
球
の
股

元
良
が
描
い
た
原
画
を
日
本
・
大
坂
の
木
村
蒸
楽
堂
（
一
七
三
六
～
｝
八
〇

二
）
が
所
蔵
し
、
一
八
三
三
年
に
中
島
憲
秀
が
模
写
し
た
絵
図
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
原
画
の
作
者
で
あ
る
段
元
良
に
つ
い
て
「
同
姓
家
譜
」
に
よ
る
と
、
一
七

～
八
年
生
ま
れ
で
あ
り
、
雍
正
七
（
｝
七
二
九
）
年
宮
廷
画
家
と
な
り
、
乾

隆
一
七
（
一
七
五
　
一
）
年
進
貢
使
に
随
行
し
て
北
京
に
赴
き
、
乾
隆
三
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

五
〇
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
の
正
史
で
あ
る
『
球

④垣
網
巻
＝
一
、
尚
敬
王
～
七
（
一
七
二
九
）
年
に
は
、
非
凡
な
画
才
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

十
二
歳
の
股
元
良
を
禁
中
に
収
養
す
る
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
一
七
二
九
年

か
ら
王
氏
で
活
躍
し
た
宮
廷
絵
師
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
よ

り
、
岩
瀬
本
の
原
画
の
作
成
年
代
は
～
七
二
九
年
頃
～
一
七
六
七
年
の
問
と

考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
　
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
蔵

　
　
図
」
（
県
博
本
B
・
写
真
八
）

「
首
里
那
覇
鳥
職

　
県
博
本
B
は
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
の
図
録
か
ら
～
九
八
五
年
に

購
入
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。
博
物
館
の
説
明
に
は
「
十
九
世

紀
中
頃
以
降
の
那
覇
港
の
活
況
が
垣
間
見
れ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
根
拠
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
景
観
年
代
が
十
九
世
紀
中
頃
以
降
で
あ
る
と
は
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必
ず
し
も
欝
え
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
県
博
本
B
は
、
旧
市
役
所
本
（
写
真
王
）
と
建
物
や
船
の
配
置

が
酷
似
し
て
お
り
、
相
互
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
旧
市
役
所
本
に
は
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
撮
影
し
た
際
、
箱
に
呉
羅
仁
の
銘
記
が
あ
っ
た
と
い
う
。
重
重
仁
に
つ
い

　
　
　
　
　
⑦

て
「
呉
姓
家
譜
」
に
よ
る
と
、
乾
隆
二
（
一
七
三
七
）
年
に
生
ま
れ
、
乾
隆

二
三
（
　
七
五
八
）
年
に
絵
師
と
な
り
、
嘉
慶
五
（
一
八
○
○
）
年
に
死
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
た
と
い
う
。
股
元
良
に
師
事
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
市
役
所
本
は
呉

著
仁
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
作
成
年
代
は
活
動
時
期
の
一
七
五

八
年
置
ら
～
八
○
○
年
の
問
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
景
観
年
代
の
下
限

は
～
八
○
○
年
と
推
定
さ
れ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
遮
莫
は
首
里
城
の
描

か
れ
方
か
ら
、
旧
市
役
所
本
の
景
観
年
代
は
一
七
五
四
年
か
ら
一
七
六
八
年

の
間
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
と
も
一
致
す
る
。

　
県
博
本
B
は
呉
著
仁
の
真
筆
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
落
款
や
銘
記
が
な
い

た
め
断
定
は
で
き
な
い
。
屏
風
で
あ
る
旧
市
役
所
本
の
準
備
段
階
で
呉
著
仁

が
描
い
た
絵
図
、
も
し
く
は
そ
の
模
写
が
現
代
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
旧
市
役
所
本
と
同
じ
景
観
年
代
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、
現

存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
史
料
価
値
が
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
作
成
年
代
は
、

旧
市
役
所
本
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
世
の
模
写
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
　
旧
浦
添
朝
顕
家
蔵

　
添
家
本
・
写
真
二
）

「
首
里
那
覇
泊
全
景
図
」
（
旧
浦

　
旧
浦
添
家
本
に
つ
い
て
、
鎌
倉
は
霜
解
九
の
筆
と
断
定
し
て
い
る
。
「
慎

　
　
⑩

姓
家
譜
」
か
ら
慎
思
九
の
日
本
名
は
泉
川
寛
英
で
あ
る
こ
と
と
、
乾
隆
三
二

（
一
七
六
七
）
年
に
生
ま
れ
貝
摺
奉
行
所
の
絵
師
と
な
っ
て
道
光
二
四
（
～

八
四
〇
）
年
に
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
旧
浦
添
家
本
に
は
二
つ
の
印
章

が
あ
り
（
写
真
二
右
下
、
部
分
拡
大
写
真
＝
ε
島
袋
は
幽
思
九
の
落
款
で

あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
旧
浦
添
家
本
の
印
章
は
い
ず
れ
も
慎
思
九
も
し

く
は
泉
川
寛
英
と
読
む
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
、
旧
浦
添
家
本
以
外
の
慎

思
九
の
絵
画
群
の
多
く
に
は
「
慎
思
九
印
」
の
印
章
が
付
さ
れ
て
お
り
、
旧

浦
添
家
本
と
同
じ
印
章
が
使
用
さ
れ
た
も
の
は
管
見
の
限
り
な
い
。
本
図
を

慎
思
九
作
と
す
る
鎌
倉
説
お
よ
び
島
袋
説
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
籔
刻
家
の
水
野
恵
先
生
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
上
の
白
文
は
二
文
字
が
左

右
に
並
ん
で
お
り
、
右
が
「
慎
」
左
は
「
亨
」
の
可
能
性
が
最
も
高
い
が

「
克
」
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
下
の
朱
文
は
「
煕
」
で
あ
り
、
他
に
煎
、

燕
、
熈
、
熈
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
印
章
に
適
合

す
る
絵
師
を
「
氏
集
」
か
ら
探
す
と
、
「
氏
集
」
の
「
十
一
番
慎
重
（
名
乗
頭

　
　
⑪

字
「
寛
」
）
」
に
「
元
祖
慎
可
慮
玉
那
覇
親
雲
上
寛
繁
、
衰
世
泉
川
筑
登
川
親

雲
上
寛
英
、
支
流
三
子
慎
克
熈
泉
川
筑
登
川
親
雲
上
寛
道
」
と
い
う
文
章
を
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見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
「
八
七
泉
川
筑
登
川
親
雲
上
寛
英
」

は
、
慎
思
九
の
こ
と
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
の
三
男
寛
道
の
唐
名

が
慎
克
熈
で
あ
る
点
で
あ
る
。
旧
浦
添
家
本
の
印
章
は
そ
れ
ぞ
れ
「
慎
克
」

と
「
熈
」
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
慎
克
熈
の
家
譜
は
現
存
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
、
絵
師
で
あ
っ
た
と
い
う

記
録
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
慎
思
九
の
長
男
慎
克
明
は
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

師
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
、
他
の
絵
師
の
家
譜
を
見
る
と
絵
師
の
息
子
が
絵

師
に
な
る
と
い
う
例
は
多
い
こ
と
か
ら
、
克
熈
が
絵
師
で
あ
っ
た
可
能
性
は

あ
る
。
旧
浦
添
家
本
を
父
か
ら
学
ん
だ
筆
致
で
描
き
、
後
世
に
「
慎
五
九
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

作
と
誤
識
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
よ
り
、
本
稿
で
は
旧
浦
添
家
本
は
慎
克
熈
が
描
い
た
と
考
え
て
お
く
。

写真13　旧浦添家本の印章（部分拡大）

作
成
時
期
は
、
克
熈
が
絵
師
と
し
て
活
動
し
た
期
間
に
絞
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

克
熈
の
生
年
は
一
七
九
九
年
～
一
八
〇
一
年
の
間
と
考
え
ら
れ
、
絵
師
と
な

っ
た
時
期
を
父
や
兄
と
同
じ
年
齢
と
仮
定
す
る
と
、
一
八
一
六
年
頃
と
な
る
。

没
年
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
図
の
作
成
年
代
は
一
八
一
六
年
頃
か

ら
一
九
世
紀
後
半
頃
ま
で
と
幅
広
く
設
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
四
）
　
沖
縄
県
公
文
書
館
蔵

　
　
書
館
本
・
写
真
九
V

「
首
里
那
覇
鳥
三
図
」
（
公
文

　
公
文
書
田
本
の
左
下
に
落
款
と
印
章
が
付
さ
れ
て
い
る
。
落
款
は
縦
に

「
呉
春
」
と
書
い
て
あ
る
と
い
っ
て
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
だ
ろ
う
。
印
章

（
朱
文
）
は
二
字
が
左
右
に
並
ん
で
お
り
、
右
が
「
呉
」
左
が
「
春
」
と
読

め
る
。
こ
の
「
呉
春
」
と
は
江
戸
中
期
の
日
本
人
画
家
、
松
村
呉
春
（
一
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

五
二
～
一
八
一
一
）
と
見
ら
れ
る
。
本
図
で
使
用
さ
れ
て
い
る
印
章
を
他
に

使
っ
て
い
る
作
品
は
管
見
の
限
り
な
い
が
、
落
款
は
呉
春
の
文
化
年
間
（
一

八
〇
四
年
～
一
八
一
七
年
）
の
「
す
べ
り
落
款
」
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ

⑯る
。
文
化
八
（
一
八
＝
）
年
に
日
盛
が
死
亡
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る

と
、
作
成
年
代
は
一
八
〇
四
年
置
ら
一
八
一
一
年
ま
で
の
間
に
絞
る
こ
と
が

　
　
⑰

で
き
る
。

　
以
上
よ
り
、
四
点
の
絵
図
に
関
し
て
、
識
や
落
款
そ
の
他
の
情
報
か
ら
作

成
者
と
作
成
年
代
の
推
定
を
試
み
た
。
作
成
年
代
の
上
限
は
、
次
の
景
観
年
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代
の
推
定
に
よ
り
自
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
下
限
は
わ
か
ら
な
い
。
本

章
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
絵
図
の
作
成
年
代
の
下
限
は
、

絵
図
が
現
所
蔵
場
所
に
所
蔵
さ
れ
た
年
と
し
て
お
き
た
い
。

①
な
お
那
覇
市
本
（
写
真
一
〇
）
と
県
図
本
（
写
真
＝
）
お
よ
び
県
界
本
C

．
（
写
真
～
二
）
に
は
印
章
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
作
者
の
推
定
に
は
至
ら
な

　
か
っ
た
。
那
覇
寮
本
と
県
図
本
の
印
章
と
て
も
よ
く
似
て
お
り
、
同
じ
印
章
か
ど

　
う
か
は
不
明
だ
が
、
同
一
人
物
の
印
章
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
咽
頭
家
の
水
野

　
恵
先
生
に
よ
る
と
、
四
文
字
が
上
下
左
右
に
並
ん
で
い
て
左
下
の
字
は
「
秀
」
で

　
あ
り
、
右
下
の
文
字
は
「
臣
」
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
県

　
証
本
C
の
印
章
は
門
泉
教
」
と
記
さ
れ
て
い
る
可
能
牲
が
あ
る
。

②
『
家
譜
』
と
は
、
｝
七
世
紀
後
半
に
首
里
王
府
が
家
臣
団
に
作
成
・
提
出
さ
せ

　
た
系
図
の
こ
と
で
あ
り
、
士
族
身
分
の
男
性
の
生
没
年
や
祖
先
、
官
職
な
ど
が
詳

　
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
田
名
真
之
「
琉
球
家
譜
の
成
立
と
門
中
」
（
歴
史
学
研

　
究
幽
霊
『
シ
リ
ー
ズ
歴
史
学
の
現
在
八
　
系
図
が
語
る
世
界
史
』
青
木
書
店
、
二

　
〇
〇
〇
）
九
一
－
一
一
七
頁
。
絵
師
の
家
譜
も
大
半
が
戦
争
で
焼
失
し
た
が
、
比

　
嘉
朝
健
「
琉
球
歴
代
甕
家
譜
　
上
」
（
『
美
術
研
究
㎞
四
五
、
一
九
三
五
、
一
二
－

　
二
八
頁
）
、
同
「
琉
球
歴
代
甕
家
譜
　
下
」
（
燭
美
術
研
究
嚇
四
八
、
一
九
三
五
、

　
二
～
二
↓
二
四
頁
）
に
は
、
著
名
な
絵
師
の
家
譜
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
「
毅
姓
家

　
譜
」
も
原
史
料
は
確
認
で
き
ず
、
同
「
琉
球
歴
代
聲
家
譜
　
下
一
二
三
－
二
四
頁
、

　
よ
り
引
用
し
た
。

③
前
掲
②
比
嘉
「
琉
球
歴
代
墾
家
譜
下
」
二
甥
7
二
四
頁

④
　
　
『
球
陽
㎞
は
、
一
七
四
三
～
四
五
年
、
尚
敬
王
時
代
の
修
史
事
業
の
一
つ
と
し

　
て
編
集
さ
れ
た
（
球
陽
研
究
会
編
、
鄭
乗
哲
原
編
『
球
陽
㎞
角
川
轡
店
、
　
一
九
七

　
四
）
。
琉
球
認
証
が
編
纂
さ
せ
た
正
史
は
他
に
『
申
二
世
鑑
』
（
一
六
五
〇
）
、
『
寮

　
鐸
本
中
山
世
譜
輪
（
～
六
八
七
）
、
『
察
温
本
中
山
世
譜
㎞
（
～
七
二
四
）
が
あ
る
が
、

　
市
街
地
に
関
す
る
記
事
は
管
見
の
限
り
『
球
陽
』
以
外
に
函
嶺
た
ら
な
い
。

⑤
前
掲
④
原
文
編
二
九
一
頁
、
読
み
下
し
編
二
八
八
頁
。

⑥
第
一
章
②
参
照
。
な
お
、
「
友
寄
某
」
が
作
者
で
あ
る
と
い
う
島
袋
の
説
は
根

　
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
は
鎌
倉
説
を
採
用
す
る
。

⑦
前
掲
②
比
嘉
「
琉
球
歴
代
謹
家
譜
下
」
二
三
⊥
二
四
頁
。

⑧
前
掲
⑦
。
一
七
六
九
年
置
宮
古
御
蔵
筆
者
の
地
位
に
就
い
た
時
、
貝
摺
奉
行
所

　
に
送
っ
た
書
状
の
向
上
覚
に
「
古
座
問
味
親
雲
上
へ
相
付
致
稽
古
」
と
記
さ
れ
て

　
い
る
。

⑨
な
お
、
県
博
本
B
お
よ
び
旧
市
役
所
本
と
よ
く
似
た
構
図
の
絵
図
と
し
て
、
沖

　
縄
県
立
図
書
館
蔵
「
弐
百
年
前
之
首
里
那
覇
鳥
緻
図
」
（
縦
三
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

　
ト
ル
、
横
一
〇
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
中
央
上
部
の
下
名
の
下
に

　
「
屋
慶
名
政
賀
筆
写
」
、
左
下
に
は
「
昭
和
十
年
十
月
廿
五
日
熱
刷
　
著
作
即
発

　
行
人
　
那
覇
市
辻
町
三
ノ
七
〇
當
間
清
弘
」
と
あ
る
。
歴
任
名
三
賀
は
論
著
仁
の

　
日
本
名
で
あ
り
「
選
集
」
の
「
十
九
番
呉
氏
（
名
乗
頭
字
「
政
」
）
」
に
は
「
元
祖

　
諸
氏
東
風
平
館
嘉
親
雲
上
政
郎
、
七
山
屋
慶
名
筑
登
之
親
近
町
政
宜
、
・
支
流
二
子

　
呉
著
仁
屋
慶
名
筑
登
之
親
雲
上
政
賀
」
（
那
覇
市
企
画
部
筆
洗
編
集
室
編
凹
那
覇

　
市
道
資
料
編
　
第
一
巻
五
　
家
譜
資
料
（
～
）
別
冊
「
氏
集
畠
那
覇
市
役
所
、

　
～
九
七
六
、
七
八
頁
）
と
あ
る
。
呉
著
仁
が
描
い
た
絵
図
が
昭
和
～
○
年
に
印
刷

　
（
石
版
色
刷
）
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
旧
市
役
所
本
が
「
弐
百
年
前

　
之
首
里
那
覇
鳥
鰍
図
」
の
原
画
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
細
部
に
差
異
が
あ
る

　
た
め
断
言
は
で
き
な
い
。
呉
著
仁
の
描
い
た
絵
図
を
昭
和
一
〇
年
に
模
写
し
、
石

　
板
で
印
棚
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
前
掲
②
比
嘉
「
琉
球
歴
代
登
家
譜
下
」
三
丁
三
二
頁
。

⑪
前
掲
⑨
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
、
四
三
頁
。

⑫
前
掲
②
比
嘉
「
琉
球
歴
代
墨
家
糞
下
」
三
二
⊥
二
三
頁
。
「
慎
姓
家
譜
」
に

　
慎
克
明
が
嘉
慶
～
二
（
一
八
〇
七
）
年
絵
師
と
な
っ
た
と
あ
る
。

⑬
慎
思
九
は
貝
摺
奉
行
所
絵
師
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
に
は
王
府
の
画
家
に
も
準
ぜ
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一九世紀以前の那覇を描いた傭鰍的絵図の基礎研究（堀川）

　
ら
れ
て
厚
遇
さ
れ
た
。
御
後
絵
の
製
作
に
も
参
加
し
て
お
り
、
当
時
や
後
世
の

　
人
々
の
間
で
知
名
度
が
高
か
っ
た
。

⑭
父
思
九
の
家
譜
に
四
男
五
女
の
名
前
と
生
年
（
長
男
・
三
男
・
四
男
を
除
く
）

　
が
記
さ
れ
て
お
り
、
克
熈
の
前
後
の
兄
弟
か
ら
推
測
し
た
。

⑮
呉
春
は
、
円
山
応
挙
（
一
七
＝
～
三
～
一
七
九
五
）
と
も
親
交
が
深
か
っ
た
が
、

　
応
挙
は
日
本
の
焙
鰍
図
史
上
、
画
期
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
一
点
透
視
画
法
的

　
な
「
一
覧
図
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
始
祖
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
は

　
じ
め
に
③
ス
ミ
ス
、
一
〇
六
－
一
〇
七
頁
）
。

⑯
小
嵜
善
通
「
寛
政
期
以
降
の
三
春
に
つ
い
て
」
『
ζ
q
ω
国
d
匡
東
京
国
立
博

　
物
館
研
究
誌
』
四
五
五
、
一
九
八
九
、
二
四
－
三
四
頁
。

第
三
章
描
か
れ
た
内
容

　
次
に
描
か
れ
た
内
容
か
ら
絵
図
の
景
観
年
代
を
推
定
す
る
。
特
に
、
都
市

景
観
の
変
化
の
指
標
と
な
る
五
つ
の
出
来
事
に
着
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（一

j
　
一
七
三
三
年
の
宅
地
化

　
『
垂
下
』
巻
一
三
　
尚
敬
王
二
一
（
一
七
三
三
）
年
に
「
人
民
日
に
増
し

多
く
、
第
聖
日
に
増
し
少
し
。
是
に
由
り
て
、
那
覇
西
の
汀
地
（
俗
に
西
海

と
叫
ぶ
）
並
び
に
唐
玉
東
の
汀
地
（
俗
に
内
預
出
と
叫
ぶ
）
泊
邑
の
前
渚
・

若
狭
町
邑
の
収
取
南
極
（
俗
に
外
潟
原
と
叫
ぶ
）
を
賜
ひ
て
人
民
の
家
宅
と

　
①
為
す
。
」
と
あ
る
。
岩
瀬
本
（
写
真
一
）
に
お
い
て
は
、
那
覇
の
西
の
浜
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

久
米
村
の
東
お
よ
び
泊
の
前
（
泊
兼
久
に
対
応
す
る
と
考
え
ら
れ
る
）
に
海

水
が
浸
入
し
て
お
り
、
陸
化
し
て
い
な
い
（
写
真
一
、
a
、
b
、
c
）
。
他

の
絵
図
類
を
見
る
と
、
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
瀬
本
の

み
｝
七
三
三
年
の
宅
地
化
以
前
の
那
覇
港
の
様
子
を
描
い
た
絵
図
と
い
え
る
。

上
限
に
つ
い
て
は
、
明
倫
堂
（
写
真
一
、
d
）
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
『
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
④

陽
臨
巻
一
〇
　
尚
敬
王
六
年
に
「
学
宮
を
聖
廟
の
東
地
に
創
建
す
。
」
と
あ

る
の
で
、
一
七
一
八
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
以
上
よ
り
、
岩
瀬

本
の
景
観
年
代
は
…
七
一
八
年
か
ら
一
七
三
三
年
の
間
に
絞
る
こ
と
が
で
き

る
。

（
二
）
　
一
七
八
二
年
の
道
路
建
設

　
『
球
陽
』
巻
一
六
　
尚
穆
王
三
一
（
～
七
八
二
）
年
に
「
那
覇
東
村
河
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
道
路
を
新
築
す
る
こ
と
を
准
ず
」
と
あ
る
。
那
覇
東
村
は
「
浮
島
」
の
国

場
川
沿
い
に
位
置
し
、
村
中
の
天
使
館
前
（
東
）
広
場
で
は
市
場
が
立
っ
て

　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

い
た
。
多
く
の
人
馬
で
混
雑
し
た
た
め
、
広
場
の
北
に
位
置
す
る
里
主
館
前

か
ら
久
量
地
川
沿
い
の
道
に
抜
け
る
道
が
建
設
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

旧
浦
添
家
本
に
は
、
墨
銀
館
前
か
ら
久
質
地
川
岸
を
つ
な
ぐ
道
が
描
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
史
料
中
の
「
道
路
」
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
写
真
二
、

円
で
囲
ん
だ
部
分
）
。
那
覇
市
本
、
県
図
研
に
も
天
使
館
前
広
場
か
ら
近
く

の
道
路
に
傘
を
掲
げ
た
露
天
商
ら
し
き
人
々
が
並
ん
で
お
り
（
写
真
一
〇
、

a
、
写
真
二
、
a
）
東
村
の
市
と
「
道
路
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
岩
瀬
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本
、
公
文
書
館
本
（
写
真
九
）
、
県
博
本
C
（
写
真
～
二
）
で
は
「
道
路
」

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
以
外
（
写
真
三
～
八
）
で
は
対
象

地
域
が
図
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
よ
り
、
旧
浦
添
家
本
お
よ
び
那
覇
市
本
、
点
図
本
は
一
七
八
二
年
分

「
新
築
し
さ
れ
た
「
道
路
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
景
観
年
代
は
一

七
八
二
年
以
降
で
あ
り
、
作
成
年
代
も
｝
七
八
二
年
以
降
で
あ
る
ζ
言
え
る
。

他
の
九
点
に
つ
い
て
は
、
描
か
れ
て
い
る
と
も
描
か
れ
て
い
な
い
と
も
断
言

で
き
な
い
。

（
三
）
　
一
八
四
四
年
の
フ
ラ
ン
ス
旧
来
琉

　
県
黒
本
A
の
第
四
扇
と
第
五
扇
に
は
、
欧
米
船
が
二
隻
描
か
れ
て
い
る

（
写
真
六
、
a
、
b
）
。
船
に
は
欧
米
人
ら
し
き
乗
組
員
が
計
六
人
乗
っ
て

い
て
、
望
遠
鏡
を
の
ぞ
く
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
一
八
世
紀
末
か
ら
　
九
世

紀
に
か
け
て
那
覇
に
訪
れ
た
欧
米
艦
隊
の
様
子
が
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
ど
こ
の
国
の
船
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
船
の
来
航
風
景
を
同
時
期
に
そ
の

ま
ま
描
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
来
航
以
前
に
描
く
こ
と
は
で
き
な
い

以
上
、
県
費
本
A
に
描
か
れ
た
欧
米
船
の
初
来
航
時
が
景
観
年
代
の
上
限
と

な
る
。

　
船
に
掲
げ
ら
れ
た
旗
は
、
縦
三
分
割
で
旗
竿
側
か
ら
白
・
青
・
赤
の
配
色

で
あ
る
。
一
八
世
紀
末
か
ら
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
の
艦
隊
が
琉
球
を
訪
れ
た
。
こ
れ
ら
の
国
の
旗
に
絵
図
中
の
デ
ザ

イ
ン
は
な
く
、
絵
師
の
見
間
違
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ン
ス
国
旗
「
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
」
の
配
色
順
を
見
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ラ
ン
ス
船
が
那
覇
に
来
航
し
た
記
録
は
｝
八
四
四
年
が
初
出
で
あ
り
、
こ
の

時
が
三
色
の
旗
を
掲
げ
た
欧
米
船
を
描
い
た
景
観
年
代
の
上
限
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
横
型
分
割
で
同
じ
三
色
を
配
し
た
ロ
シ
ア
お
よ
び
オ
ラ
ン
ダ
の

旗
が
見
誤
り
の
原
因
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
初
来
航
年
は
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
⑩

よ
り
も
後
で
あ
る
。
尚
、
こ
の
よ
う
な
船
は
他
の
一
一
点
の
絵
図
に
は
描
か

れ
て
い
な
い
。

　
以
上
よ
り
、
県
博
本
A
の
欧
米
船
に
関
す
る
景
観
年
代
の
上
限
は
｝
八
四

四
年
よ
り
上
が
る
こ
と
は
な
い
。
こ
こ
で
、
一
点
の
絵
図
の
中
に
複
数
の
景

観
年
代
が
併
存
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
先
行
研
究
で
、
県
博
本
A
に
は
～
七
五
四
～
一
七
六
八
年
の
首
里
城

の
崇
観
を
表
す
描
写
と
、
一
八
〇
七
年
以
降
の
落
平
樋
の
景
観
を
示
す
描
写

と
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
一
八
四
四

年
以
遠
の
景
観
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
作
成
年
代
は
そ
の
中

で
最
新
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
時
点
が
上
限
と
な
る
。
こ
の
中
で
最
も
薪
し

い
情
報
は
フ
ラ
ン
ス
船
の
来
航
で
あ
る
た
め
、
作
成
年
代
の
上
限
を
一
八
四

四
年
と
推
定
す
る
。
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一九世紀以前の那覇を描いた傭鰍的絵図の基礎研究（堀川）

図1　那覇とその周辺（大正10年測量50000分過1地形図ヂ那覇」より筆者作成）

（
四
）
一
八
七
六
…
八
○
年
の
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
古
波
蔵
兵
営
所

　
一
定
の
独
立
を
保
っ
て
い
た
琉
球
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
琉
球
藩

と
な
り
、
そ
の
七
年
後
沖
縄
県
と
な
っ
て
完
金
に
日
本
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

明
治
八
年
よ
り
那
覇
に
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
の
兵
営
所
が
設
置
さ
れ
た
が
、
明

治
九
年
八
月
三
一
日
、
真
和
志
問
切
古
波
蔵
に
お
い
て
兵
営
新
設
の
工
事
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

完
成
し
、
九
月
三
日
臨
時
兵
営
の
那
覇
西
村
親
見
世
か
ら
移
転
し
た
。
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

一
一
　
年
、
藩
主
尚
泰
や
旧
支
配
層
は
首
里
城
を
退
去
し
、
翌
年
に
は
熊
本
鎮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

台
分
遣
隊
の
兵
が
首
里
城
に
入
っ
た
。
以
上
よ
り
、
一
八
七
六
年
九
月
か
ら

～
八
八
○
年
七
月
ま
で
の
間
に
古
波
蔵
村
に
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
が
駐
屯
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
古
波
蔵
村
の
兵
営
所
は
ど
の
よ
う
な
様
相
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
明
治
一
〇
年
～
月
か
ら
翌
年
の
六
月
ま
で
陸
軍
医
と
し
て
琉
球
に
駐

在
し
た
渡
辺
重
綱
の
唖
琉
球
漫
録
』
に
よ
る
と
、
兵
営
所
は
「
高
平
」
な
地

に
あ
り
「
東
西
九
十
間
、
南
北
六
十
五
間
、
周
囲
煉
石
灰
高
塀
」
で
あ
っ
た
。

門
は
「
北
薦
中
辺
」
に
あ
り
、
「
門
前
百
二
十
間
新
大
路
ヲ
造
り
、
旧
径
二

通
」
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
背
後
に
は
東
南
か
ら
西
北
に
流
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

那
覇
川
が
あ
り
「
湖
海
ヲ
ナ
シ
、
天
然
ノ
要
義
」
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

那
覇
市
本
、
県
図
面
の
右
上
に
描
か
れ
た
白
い
建
物
の
位
置
は
「
古
波
蔵
」

の
位
置
と
一
致
し
（
図
一
）
、
そ
の
建
物
や
周
辺
の
様
子
は
右
の
文
と
一
致
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表2　各絵図の作成年代・景観年代

略称 絵師・作成年代 景観年代

写真1 岩瀬本 股元良原画，1833年中島二三写し 1718－1733年

写真2 旧浦添家本 慎克熈（1816年頃～19世紀後半） 1782～1875年

写真3 旧市役所本 呉著仁（1758～1800年） （1754－1768年忌　1733－1800年

写真4 滋賀大本 1807年～江戸時代後期 1807弓844年

写真5 浦美本 1807ヨ892年 ユ807－1874年

写真6 県二本A 1844～1959年 （1729－1768年）　1844－1875年

写真7 京大本 1807－1932年 1807～ユ874年

写真8 国王本B 1758－1958年 （1754－1768年）　1733－18GO年

写真9 公文書館本 呉春（1804～1811年） 1733－1884年

写真10 那覇市本 ユ876年～不明 1876一ユ880年

写真11 県並等 1876年一不明 1876－1880年

写真12 県博本C 1888級961年 1888－1914年

　
県
博
本
C
に
は
、
泉
崎
橋
の
右
側
に
石
橋
が
描
か
れ
て
い
る
（
写
真
＝
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

円
で
囲
ん
だ
部
分
）
。
「
那
覇
港
湾
実
測
図
」
に
同
じ
橋
が
描
か
れ
「
松
田
征
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
松
田
橋
」
は
「
泉
噺
橋
と
旭
橋
と
の
中
間
に
在
っ
て

明
治
一
七
年
簡
単
な
木
橋
が
造
ら
れ
俗
に
二
毛
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
橋
が

落
ち
、
明
治
二
一
年
第
一
五
二
国
立
銀
行
支
配
入
松
田
通
信
等
の
経
営
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

っ
て
石
橋
が
架
け
ら
れ
松
田
橋
と
呼
ば
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
絵
図

申
の
橋
は
石
造
り
な
の
で
、
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
に
建
設
さ
れ
た
松

田
橋
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
絵
図
の
上
限
は
一
八
八
八
年

に
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
岩
瀬
本
、
旧
浦
添
家
本
、
公
文
書
館
本
、
那
覇
市

本
、
県
図
本
に
は
橋
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
木
製
裂
毛
橋
が
建
設
さ
れ
た
～

八
八
四
年
以
前
の
景
観
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
以
外
の
絵
図
に
は

（
五
）
一
八
八
八
年
の
松
田
橋
架
橋

す
る
（
写
真
一
〇
、
b
、
写
真
一
一
、
b
）
。
絵
図
に
描
か
れ
た
白
い
建
物

は
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
の
古
波
蔵
兵
営
所
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
尚
、
古

波
蔵
兵
営
所
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
＝
一
点
の
絵
図
の
う
ち
那
覇
市
本
と

県
図
本
の
二
点
だ
け
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
那
覇
市
本
と
県
図
本
と
は
、
景
観
年
代
を
明
治
九
（
～
八
七

六
）
年
か
ら
明
治
コ
ニ
（
一
八
入
○
）
年
の
間
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き

⑯る
。
作
成
年
代
の
上
限
も
一
八
七
六
年
と
し
て
お
き
た
い
。
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一九世紀以前の那覇を描いた傭鰍的絵図の基礎研究（堀JI［）

こ
の
範
囲
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
県
講
本
C
の
下
限
は
、
大
正
三
（
一
九
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
）
年
か
ら
那
覇
と
首
里
の
間
で
電
車
が
運
行
さ
れ
た
が
、
電
車
軌
道
が
描

か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
一
九
～
四
年
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
文
宇
史
料
と
絵
図
と
を
対
応
さ
せ
て
景
観
年
代
を
推
定

し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
考
察
お
よ
び
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

景
観
年
代
の
下
限
に
つ
い
て
、
旧
浦
添
家
本
と
県
書
本
A
に
は
、
進
貢
船
帰

港
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
進
貢
船
が
最
後
に
帰
還
し
た
～
八

七
五
年
と
す
る
。
浦
美
本
と
京
大
本
に
は
接
貢
船
帰
港
の
様
子
が
描
か
れ
て

お
り
、
最
後
の
接
土
船
派
遣
が
一
八
七
三
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
八
七
四

年
と
す
る
。
こ
こ
ま
で
検
討
し
て
き
た
一
二
点
の
絵
図
に
つ
い
て
作
成
年
代

と
景
観
年
代
を
表
に
す
る
（
表
二
参
照
）
。

①
第
二
章
④
原
文
副
署
〇
四
頁
、
読
み
下
し
編
三
〇
五
頁
。

②
東
恩
納
二
黒
「
南
島
風
土
記
」
、
琉
球
新
報
社
編
『
東
恩
納
寛
惇
全
集
七
』
第

　
一
書
房
、
一
九
八
○
復
刻
（
初
出
～
九
五
〇
）
。
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
作

　
成
『
那
覇
の
歴
史
民
俗
地
図
』
「
旧
那
覇
地
区
」
、
一
九
七
八
。
那
覇
市
文
化
局
歴

　
史
資
料
室
『
那
覇
市
旧
跡
・
歴
史
的
地
名
地
図
』
「
那
覇
地
区
」
、
一
九
九
八
。
を

　
参
照
し
た
。

③
「
琉
球
新
建
儒
学
碑
記
」
に
「
大
夫
程
思
至
則
に
碑
記
有
り
、
聖
廟
の
顛
末
窪

　
に
康
煕
の
十
三
年
甲
寅
の
歳
に
成
る
。
時
に
尚
未
だ
所
謂
明
倫
堂
有
ら
ざ
る
な
り
。

　
今
其
の
廟
の
左
方
を
観
る
に
、
室
有
り
薪
に
建
つ
。
」
と
あ
り
、
「
学
宮
」
は
聖
廟

　
の
隣
に
建
設
さ
れ
た
明
倫
堂
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
塚
田
清
策
『
琉
球

　
国
碑
文
記
』
啓
学
出
版
、
一
九
七
〇
、
一
八
六
－
一
八
八
頁
）
。

④
第
二
章
④
原
文
編
二
六
九
頁
、
読
み
下
し
編
二
五
七
頁
。

⑤
第
二
章
④
原
文
編
三
六
八
頁
、
読
み
下
し
編
三
九
五
頁
。

⑥
天
使
館
は
冊
封
使
の
宿
舎
と
な
っ
て
い
た
。
一
六
六
三
年
偲
封
使
と
し
て
来
手

　
し
た
張
学
礼
の
『
中
山
紀
略
臨
に
よ
る
と
「
（
天
使
）
館
前
に
空
地
百
畝
有
り
。

　
毎
日
午
後
、
婦
女
或
い
は
老
、
或
い
は
少
、
筐
を
携
へ
菖
を
翠
げ
此
に
聚
延
し
、

　
貿
易
を
為
す
。
」
と
あ
る
（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
『
那
覇
市
史
資
料
編

　
第
一
巻
三
　
冊
封
使
録
関
係
史
料
、
原
文
編
・
読
み
下
し
編
㎞
那
覇
市
役
所
、
一

　
九
七
七
、
四
五
－
四
六
頁
）
。
岩
瀬
本
の
久
茂
地
川
沿
い
の
道
に
付
さ
れ
た
「
市

　
場
」
と
い
う
文
字
は
こ
れ
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
～
、
e
）
。

⑦
前
掲
②
那
覇
市
文
化
局
歴
史
資
料
室
。

⑧
一
七
九
四
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
正
式
に
竿
側
か
ら
「
青
・
白
・
赤
」
の
配
色
順
の

　
国
旗
が
制
定
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
と
き
（
一
八
〇
七
年
以
降
。
第
一
章
⑤
参
照
）

　
に
フ
ラ
ン
ス
国
旗
が
「
白
・
青
・
赤
」
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

　
ア
メ
リ
カ
国
旗
や
イ
ギ
リ
ス
国
旗
を
見
誤
っ
た
可
能
性
よ
り
は
は
る
か
に
高
い
と

　
言
え
る
だ
ろ
う
。

⑨
噸
評
定
所
文
書
』
年
中
各
月
日
記
＝
二
二
五
号
に
「
大
清
道
光
廿
四
年
日
本

　
天
保
十
五
年
甲
辰
三
月
小
…
（
中
略
）
…
仏
朗
西
船
一
艘
、
泊
沖
へ
来
着
有
之

　
候
。
」
と
あ
る
（
「
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
門
琉
球
王
国
評
定
所
文
書

　
第
～
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
、
　
九
八
八
、
三
六
五
－
三
七
二
頁
。
フ
ラ
ン
ス

　
側
の
史
料
と
し
て
は
、
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
著
、
中
島
昭
子
・
小
川
早
百
合
訳
『
幕
末

　
日
仏
交
流
記
ー
フ
ォ
ル
カ
ー
ド
神
父
の
琉
球
日
記
⊥
中
央
公
論
社
、
一
九

　
九
三
、
一
三
頁
。
フ
ォ
ル
カ
…
ド
神
父
は
こ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
無
下
に
置

　
か
れ
て
い
た
琉
球
の
猛
反
対
を
押
し
切
っ
て
滞
在
し
た
。
こ
の
事
件
は
、
那
覇
や

　
首
里
に
も
大
き
な
衝
撃
が
与
え
ら
れ
た
よ
う
で
、
『
球
陽
』
巻
二
一
　
山
育
王
一

　
〇
年
（
～
八
四
四
年
）
に
「
此
の
年
四
月
十
七
日
、
佛
朗
西
人
、
聖
現
寺
に
留
住

　
す
る
に
因
り
、
五
月
初
四
日
の
覇
江
に
爬
葦
舟
を
留
原
に
馬
革
を
閲
す
る
の
事
を

　
停
止
す
。
」
と
あ
る
（
第
二
章
④
原
文
編
四
七
二
頁
、
読
み
下
し
編
五
三
五
頁
）
。

　
重
要
な
祭
礼
が
禁
止
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
事
件
を
那
覇
に
も
た
ら
し
た
一
八
四
四
年

　
の
フ
ラ
ン
ス
船
来
航
の
様
子
を
、
絵
師
が
絵
図
の
中
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
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は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

⑩
ロ
シ
ア
船
は
一
八
五
四
年
、
オ
ラ
ン
ダ
船
は
　
八
五
九
年
に
来
齢
し
た
。
ゴ
ン

　
チ
ャ
ロ
ー
フ
著
、
高
野
明
・
島
田
陽
訳
『
日
本
渡
航
記
隔
、
一
九
六
九
、
雄
松
堂

　
出
店
。
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
噸
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
第
九
巻
』

　
～
五
一
四
号
「
魯
西
亜
国
船
来
着
日
記
」
浦
添
市
教
膏
委
員
会
、
一
九
九
三
。
比

　
嘉
春
潮
『
沖
縄
の
歴
史
㎞
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
五
九
、
三
三
三
－
三
三
四
頁
。

⑪
『
法
規
分
類
大
全
兵
制
門
三
隔
に
「
琉
球
藩
へ
達
（
明
治
）
八
年
五
月
七
日

　
其
藩
内
保
護
ノ
為
、
第
六
軍
管
熊
本
鎮
台
分
遣
隊
被
置
候
條
此
旨
相
達
候
事
」
と

　
あ
る
（
内
閣
記
録
局
編
明
法
規
分
類
大
全
第
　
編
　
兵
制
門
三
　
陸
海
軍
官
制
三

　
陸
軍
三
』
内
閣
記
録
局
、
一
八
九
一
、
二
七
三
－
二
七
四
頁
）
。
『
琉
球
処
分
』
に

　
も
全
く
同
じ
記
録
が
あ
る
（
下
村
冨
士
男
編
開
明
治
文
化
資
料
叢
書
　
第
四
本
署

　
交
編
㎞
風
間
書
房
、
一
九
六
二
、
八
三
－
八
四
頁
）
。

⑫
東
恩
納
覧
惇
州
尚
泰
候
実
録
』
原
書
房
、
一
九
七
～
復
刻
（
初
出
～
九
二
四
）
、

　
三
二
七
－
三
三
二
頁
。

⑬
前
掲
⑪
下
村
、
二
二
七
⊥
三
八
頁
。

⑭
門
陸
軍
省
ヨ
リ
西
部
監
軍
部
へ
達
十
三
年
七
月
十
五
日
沖
縄
県
下
分
遣
熊

　
本
鎮
台
歩
兵
一
中
隊
ノ
内
、
古
波
蔵
村
屯
在
ノ
分
、
今
般
同
県
下
首
里
城
へ
引
纏

　
メ
、
駐
屯
為
致
候
様
御
沙
汰
早
事
。
」
と
あ
る
（
前
掲
⑪
内
閣
記
録
局
、
二
八
○

　
頁
）
。

⑮
渡
辺
重
綱
『
琉
球
漫
録
隔
弘
令
社
、
一
八
七
九
、
七
｝
マ
七
五
頁
。

⑯
沖
縄
県
立
図
書
館
の
解
説
に
は
、
「
明
治
一
四
（
一
八
八
｝
）
年
頃
か
」
と
記

　
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
史
料
よ
り
、
景
観
年
代
は
数

　
年
早
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

⑰
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
図
書
館
所
蔵
。
縦
五
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
｝
六
一
セ

　
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
明
治
二
四
年
謄
写
。

⑱
さ
ら
に
後
に
建
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
県
博
本
C
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

⑲
前
掲
②
東
恩
納
、
三
四
九
⊥
二
五
〇
頁
。

⑳
沖
縄
電
気
軌
道
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
那
覇
の
大
門
久
米
を
起
点
と
し
て
那
覇

　
か
ら
首
里
ま
で
四
キ
ロ
余
り
に
及
ぶ
軌
条
が
敷
設
さ
れ
、
電
車
が
運
行
さ
れ
た

　
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
㎎
沖
縄
県
史
別
巻
　
沖
縄
近
代
史
辞
典
』
同
委
員
会
、

　
一
九
七
七
、
三
八
二
－
三
八
三
頁
）
。

⑳
赤
嶺
筆
海
糊
大
航
海
時
代
の
琉
球
㎞
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
八
、
四
－
四

　
五
頁
。
後
述
の
接
貢
船
派
遣
に
つ
い
て
も
同
様
。

第
四
章
構
図
と
系
譜

　
こ
こ
ま
で
の
作
成
・
景
観
年
代
の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
絵
図
の
構
図
を

比
較
し
て
そ
の
系
譜
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
一
二
点
の
絵
図
を

構
図
か
ら
分
類
す
る
。
岩
瀬
本
、
旧
浦
添
家
本
、
旧
市
役
所
本
、
滋
賀
大
本
、

浦
美
本
、
県
博
本
A
、
京
大
本
、
県
博
本
B
は
陸
に
視
座
が
盤
か
れ
、
右
上

に
首
里
城
、
左
に
那
覇
港
が
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
岩
瀬
本
、
旧
浦
添

家
本
は
首
里
と
那
覇
を
南
方
か
ら
眺
め
る
構
図
で
あ
り
、
他
と
区
別
で
き
る

の
で
グ
ル
ー
プ
A
と
す
る
。
残
り
は
画
面
の
左
右
に
泊
港
と
狭
義
の
那
覇
港

と
を
分
け
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
B
と
す
る
。
こ
れ
ら
に
回
し
、
海
に
視
座
を

置
い
た
公
文
書
館
本
、
那
覇
市
本
、
県
図
本
、
県
献
本
C
は
グ
ル
ー
プ
C
と

す
る
。
以
上
の
三
グ
ル
ー
プ
の
構
図
か
ら
は
、
古
絵
図
の
系
譜
を
読
み
解
く

こ
と
が
で
き
よ
う
（
図
二
）
。

　
那
覇
を
傭
鰍
的
に
描
こ
う
と
す
る
試
み
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
琉
球
王
府

の
絵
師
股
元
良
に
よ
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
鎌
倉
は
鳥
鰍

的
に
那
覇
を
描
く
図
法
の
始
ま
り
を
｝
八
世
紀
後
半
の
黙
黙
仁
と
指
摘
し
た
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一九世紀以前の那覇を描いた憺畷的絵図の基礎研究（堀川）

絵師の活動期

1729年

　股元良
　　　　　1758年

松岡
　　　　　1800年

1804年

lx春（※）

1811年

1816年

目克熈

19世紀後半

空間的変化

1733年宅地化

1782年新道建設

1807年目平増設

1844年仏船体航

1875年最終進貢翔合

1876～80年

　古波蔵兵営所

1888年松田橋架橋

1914年電気軌道

構　図

グループA

股元良画

，
，
・
》

旧浦添家本

1833年岩瀬本

グループB

旧市役所本　
・

県博本B

滋賀大本

1甫美本

京大本

県博本A

グループC

　　壷

公文書館本

那覇市本

県図本

県博本C

図2　那覇を描いた傭鰍的絵図の系譜
下線＝日本の絵師によって描かれたと推定される絵図

→：構図上の影響が見られるもの

→：模写もしくは同時に描かれたもの

…一p：察観の具体的な描写における影饗が見られるもの

（※）呉春については，公文書日本の作成推定時期を指す

　
股
元
良
の
絵
図
を
も
と
に
大
き
く
変
化
さ
せ
た
の

が
、
一
八
世
紀
後
半
の
呉
著
仁
の
絵
図
で
あ
る
（
旧

辞
役
所
本
・
県
博
本
B
）
。
師
匠
で
あ
る
段
元
良
の

絵
図
に
は
飽
き
足
ら
ず
、
那
覇
港
の
憂
心
上
空
を
想

定
し
て
進
貢
船
帰
港
の
様
子
を
正
面
か
ら
迎
え
る
よ

う
に
空
間
を
極
端
に
湾
曲
さ
せ
て
い
る
。
高
著
仁
の

絵
図
は
、
国
際
港
と
し
て
の
那
覇
港
を
表
す
こ
と
に

重
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
般
元
良
の
絵
図
に
み
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
A
の
構
図

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
、
呉
著
仁
の
絵
図
の
要
素
を
取

り
入
れ
、
よ
り
詳
し
い
景
観
図
を
描
い
た
の
が
慎
克

熈
で
あ
る
（
旧
浦
添
家
本
）
。
岩
瀬
本
と
ほ
ぼ
同
じ

構
図
で
あ
る
が
、
崇
元
寺
か
ら
首
里
城
に
向
か
う
道

あ
る
。

⑫
そ
れ
よ
り
半
世
一
ど
早
く
描
か
れ
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
原
画
は
現
存
し
な
い
が
、
そ
の
模
写
図

が
岩
瀬
本
で
あ
る
。
那
覇
の
南
方
か
ら
首
里
と
那
覇

港
を
～
望
の
下
に
と
ら
え
る
グ
ル
ー
プ
A
の
構
図
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
る
。
構
図
上
の
デ
フ
ォ
ル
メ
も
若
干
見
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
③

「
単
視
点
斜
景
図
」
に
近
い
自
然
な
傭
鰍
的
絵
図
で
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（
本
道
通
り
）
が
大
き
く
南
に
迂
回
す
る
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
お
り
、

山
沿
い
の
建
物
も
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
那
覇
や
首
里
と
い
う
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
説
明
す
る
た
め
意
図
的
に
「
逸
脱
」
さ
せ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
旧
市
役
所
本
や
県
博
本
B
と
同
じ
く
進
貢
船
の
入
港
や
ハ
ー
リ
ー
船
競

漕
、
競
馬
と
そ
れ
を
見
学
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
呉
著

仁
が
始
め
た
新
様
式
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
と
い
う
鎌
倉
の
説
は
、
や
や

単
純
な
見
方
だ
と
い
え
る
。

　
呉
著
仁
の
始
め
た
構
図
は
、
琉
球
の
人
々
に
親
し
ま
れ
た
よ
う
で
、
そ
の

後
た
び
た
び
描
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
B
を
形
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
安
里
が
指

摘
し
た
よ
う
に
、
一
九
世
紀
中
頃
に
描
か
れ
た
滋
賀
大
本
、
浦
美
本
、
県
博

本
A
、
京
大
本
の
屏
風
は
呉
著
仁
の
構
図
を
受
け
継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
視
点
を
低
く
想
定
し
、
画
面
中
央
に
描
か
れ
て
い
た
那
覇
の
町
を
右
に

寄
せ
る
事
で
、
海
と
の
接
点
で
あ
る
那
覇
の
様
相
を
よ
り
明
確
に
見
せ
て
い

る
。
船
も
よ
り
大
き
く
な
り
、
重
心
が
船
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
さ

ら
に
和
平
の
数
が
増
え
て
い
る
な
ど
細
部
に
変
化
が
見
ら
れ
、
現
状
を
反
映

し
た
絵
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
滋
賀
大
本
と
浦
美
本
の
構
図
は
酷
似
し

て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
深
い
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
京
大
本
は
首

里
城
と
周
辺
が
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
他
は
よ
く
似
て
お
り
、
滋

賀
大
本
、
浦
美
本
と
関
係
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
県
岸
本
A
は
、
呉
著
仁
の

構
図
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
も
v
屏
風
の
大
き
さ
が
他
よ
り
も
二
隻
多
い
こ
と
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

デ
フ
ォ
ル
メ
が
よ
り
極
端
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
広
範
囲
の
景
観
を
描
き
出

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
欧
米
艦
隊
の
来
航
風
景
を
描
写
す
る
な
ど
の
差
異
が

見
ら
れ
、
以
上
三
点
と
は
系
統
を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
安
里
は
、
県

博
本
A
が
滋
賀
大
本
、
浦
美
本
の
系
譜
を
受
け
て
単
純
化
し
た
と
位
置
づ
け

て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
B
の
の
構

図
は
、
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
も
親
し
ま
れ
、
那
覇
の
入
に
よ
っ
て
模
写
・

印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
、
沖
縄
県
立
図
書
館
の
「
弐
百
年
甫
之
首
里
那
覇
鳥
鰍

　
　
　
　
　
　
⑧

図
」
か
ら
わ
か
る
。

　
以
上
の
グ
ル
ー
プ
A
・
B
の
絵
図
は
い
ず
れ
も
、
貿
易
港
那
覇
の
繁
栄
を

全
面
に
押
し
出
す
琉
球
の
視
点
が
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ら
と
は
全
く
違
う
視
点
と
構
図
で
、
一
九
世
紀
初
頭
に
描
か
れ
た
も

の
が
、
グ
ル
ー
プ
C
に
あ
た
る
厳
律
の
絵
図
で
あ
る
（
公
文
書
資
本
）
。
箇

面
の
上
中
央
に
首
里
城
を
頂
き
、
そ
こ
へ
足
元
の
那
覇
港
か
ら
向
か
う
本
道

通
り
を
中
心
に
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
曼
世
羅
式
道
中
図
」
に
近
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

構
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
絵
図
に
比
べ
て
首
里
城
周
辺
や

そ
こ
へ
向
か
う
道
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い
る
反
面
、
那
覇
港
は
軽
視
さ
れ
て

い
る
。
船
は
小
さ
く
わ
ず
か
に
点
在
す
る
が
、
港
町
と
し
て
の
那
覇
と
い
う

性
格
は
影
を
潜
め
、
琉
球
費
府
の
権
力
拠
点
の
首
里
城
に
重
心
を
置
い
て
い

る
。
ま
た
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
。
海
か

ら
陸
を
眺
め
る
と
い
う
、
グ
ル
ー
プ
A
、
B
と
は
異
な
っ
た
視
点
で
描
か
れ
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一九世紀以前の那覇を描いた傭鰍的絵図の基礎研究（堀川）

て
い
る
事
は
、
「
琉
球
外
」
碧
「
日
本
」
か
ら
の
視
点
と
考
え
ら
れ
興
味
深

い
。
す
な
わ
ち
「
外
」
か
ら
や
っ
て
く
る
人
が
、
那
覇
に
上
陸
し
て
権
力
の

中
心
地
首
里
へ
到
る
道
を
案
内
す
る
「
道
中
図
」
と
も
み
ら
れ
る
の
だ
。

　
作
者
呉
春
が
琉
球
に
渡
っ
て
い
な
い
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
呉
春
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

元
と
な
る
絵
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ほ
か
の
構
図
で
描
か
れ
た
首
里
や

那
覇
を
独
自
の
構
図
に
書
き
直
し
た
の
か
、
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
呉
春
の
構
図
は
明
治
初
期
の
よ
り
日
本
の
支
配
が
強
力
に
な
る
琉
球
藩

の
時
代
に
ま
た
描
か
れ
る
（
那
覇
一
本
、
戸
口
本
）
。
こ
の
と
き
は
、
日
本

の
軍
隊
の
兵
営
所
が
克
明
に
描
か
れ
て
お
り
、
日
本
の
視
点
が
よ
り
明
確
に

現
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
沖
縄
県
と
し
て
完
全
に
日
本
の
領

内
に
入
っ
た
明
治
二
～
年
以
降
に
同
じ
憐
図
で
描
か
れ
て
い
る
（
県
博
本

C
）
。
県
博
本
C
で
は
、
城
壁
が
か
な
り
高
く
描
か
れ
首
里
城
が
そ
び
え
立

つ
よ
う
に
見
え
る
。
景
観
年
代
は
、
一
八
八
八
年
か
ら
一
九
一
四
年
と
幅
広

く
推
定
し
て
い
る
が
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
ま
で
首
里
城
は
熊
本
鎮

台
の
兵
営
所
で
あ
り
、
そ
の
時
期
に
描
か
れ
た
可
能
性
も
高
い
。
グ
ル
ー
プ

C
の
構
図
は
、
首
里
城
が
群
を
抜
い
て
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

狭
義
の
那
覇
港
は
小
さ
く
狭
く
表
さ
れ
、
ハ
ー
リ
ー
船
競
漕
や
進
貢
船
帰
港

な
ど
港
の
華
々
し
い
一
面
も
描
か
れ
ず
、
絵
図
の
重
心
が
首
里
城
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
支
配
者
側
の
日
本
の
視
点
が
如
実
に
表
れ

た
構
図
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

①
第
一
章
②
。

②
図
の
右
端
の
橋
に
「
摩
仮
橋
」
と
注
記
が
あ
り
、
こ
れ
は
国
場
川
に
架
け
ら
れ

　
た
門
真
玉
橋
」
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
写
真
一
、
f
、
図
一
）
。

③
は
じ
め
に
③
う
ん
の
、
～
〇
三
頁
。

④
は
じ
め
に
③
矢
守
、
二
六
⊥
三
頁
。

⑥
岸
文
和
「
菊
鷹
峯
「
う
き
ゑ
京
中
一
目
細
見
之
圓
扁
に
つ
い
て
一
は
じ
め
て

　
の
「
都
市
鳥
鰍
図
」
一
」
門
國
華
隔
　
一
二
一
四
号
、
一
九
九
七
、
五
－
一
五
頁
。

⑦
屏
風
左
端
上
部
の
橋
は
「
真
玉
橋
」
で
あ
り
（
写
真
六
、
c
）
。
右
端
中
央
に

　
は
門
声
名
御
殿
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
首
里
の
南
方
に
位
置
す
る

　
門
識
名
園
」
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
写
真
六
、
d
）
。
那
覇
港
上
空
付
近

　
を
軸
に
三
六
〇
度
近
く
國
転
し
、
塘
緻
し
た
景
観
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑧
第
二
章
⑨

⑨
こ
れ
は
矩
形
の
紙
面
に
全
コ
ー
ス
を
屈
曲
さ
せ
て
全
体
を
鳥
貝
図
風
に
仕
上
げ

　
る
手
法
で
あ
る
（
前
掲
は
じ
め
に
③
う
ん
の
、
一
五
七
－
一
七
二
頁
）
。
グ
ル
ー

　
プ
C
の
絵
図
は
共
通
し
て
、
九
十
九
折
り
に
坂
を
登
る
よ
う
に
本
道
通
り
が
描
か

　
れ
て
お
り
、
類
似
し
た
手
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
当
時
の
日
本
で
種
本
と
な
る
よ
う
な
絵
図
が
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
記
録
は
管

　
見
の
限
り
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
葛
飾
北
斎
が
琉
球
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
、
周
爆
の

　
『
琉
球
国
憲
略
』
の
挿
絵
を
も
と
に
し
て
一
八
三
二
年
に
門
琉
球
入
景
」
を
描
い

　
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
呉
春
が
中
国
の
冊
封
使
の
出
版
物
を
参
考
に
し
た
可

　
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
明
・
清
時
代
を
通
じ
て
罫
書
使
は
ニ
ニ
回
琉
球
に
派
遣
さ

　
れ
「
使
録
扁
が
＝
一
本
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
付
図
と
し
て
那
覇
が
描
か

　
れ
て
い
る
も
の
は
、
薫
崇
業
（
割
木
…
）
『
使
琉
球
録
㎞
（
　
五
七
九
年
）
、
胡
靖

　
噸
琉
球
国
記
』
（
一
六
五
三
年
）
、
乱
淫
光
『
中
山
伝
信
録
㎞
（
一
七
二
一
年
）
、
周

　
燈
噌
琉
球
国
志
略
臨
（
一
七
五
七
年
）
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
部
分
図
で
あ
り
、
呉

　
春
の
画
の
種
本
と
思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
股
元
良
の
描
い
た
絵
図
を

　
大
坂
の
木
村
藥
葭
堂
が
所
蔵
し
て
お
り
、
呉
春
が
叢
葭
堂
と
同
時
代
に
京
都
や
池
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田
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
股
元
良
の
絵
図
や
「
使
録
」
を

参
考
に
呉
春
が
創
作
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
の
検
証
を
通
し
て
、
一
二
点
の
絵
図
の
大
ま
か
な
景
観
年
代
と
作
成

年
代
が
凋
明
し
た
。
そ
し
て
、
貿
易
港
那
覇
に
重
心
を
置
い
た
琉
球
人
的
な

視
点
と
、
首
里
城
に
重
心
を
置
い
た
日
本
入
的
な
視
点
と
い
う
二
つ
の
大
き

な
流
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
個
々
の
景
観
年
代
と
作
成
年
代

は
、
今
後
の
研
究
の
～
つ
の
基
礎
を
提
供
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
史
料
を

よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
近
世
後
期
か
ら
近
代
初
頭
の
那
覇
の
景
観
、

構
造
を
解
明
し
、
さ
ら
に
は
環
シ
ナ
海
に
点
在
す
る
他
の
港
町
と
の
共
通

性
・
相
違
に
基
づ
く
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
都
市

景
観
復
原
の
史
料
と
し
て
の
観
点
で
は
、
旧
浦
添
家
本
、
旧
市
役
所
本
、
那

覇
市
本
、
県
図
本
は
信
懸
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
反
対
に
、
岩
瀬
本
と
公

文
書
館
本
は
低
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
視
点
を
変
え
れ
ば
、
琉
球
の
傭
鰍
的

絵
図
が
日
本
に
渡
っ
た
経
緯
を
調
べ
る
こ
と
で
、
日
太
・
の
鳥
意
図
の
歴
史
に

与
え
た
影
響
が
、
検
討
課
題
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
琉
球
絵
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
中
国
福
州
の
影
響
を
受
け
、
日
本
京
都
の
公
家
に
渡
っ
て
い
る
こ
と
は
既

往
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
琉
球
の
術
獣
的
絵
図
が
中
国
や
日
本
と
の
関

係
の
中
で
い
か
に
発
展
し
、
相
互
に
関
係
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
も
可
能
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
本
稿
の
研
究
は
、
今
後
の
研
究
の
礎
石
と
な
り
う
る
成
果
と

し
て
～
定
の
価
値
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。
更
な
る
研
究
の
展
開
を
期
し
た

い
。

①
琉
球
絵
師
呉
師
慶
（
山
口
寒
季
、
＝
ハ
七
二
～
一
七
四
三
）
は
福
州
に
留
学
し

　
て
帰
国
後
、
京
都
の
公
家
近
衛
家
煕
か
ら
花
鳥
画
の
製
作
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

　
（
林
進
「
沖
縄
の
画
家
山
口
宗
季
に
つ
い
て
」
『
大
和
文
華
臨
六
～
、
一
九
七
穴
、

　
二
五
一
四
八
頁
）
。
B
本
絵
画
史
上
、
江
戸
時
代
中
期
は
停
滞
期
と
い
わ
れ
て
い

　
る
が
、
近
衛
家
煕
を
初
め
と
す
る
公
家
文
化
が
琉
球
を
逓
じ
て
「
写
生
画
」
を
積

　
極
的
に
収
集
し
、
そ
れ
が
後
の
応
挙
ら
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

　
る
。
近
藤
壮
「
江
戸
時
代
中
期
の
公
家
文
化
に
お
け
る
画
家
の
研
究
－
近
衛
家

　
煕
と
「
中
山
花
木
図
扁
を
め
ぐ
っ
て
一
」
『
鹿
島
美
術
研
究
隔
一
七
号
別
冊
、

　
二
〇
〇
〇
、
四
～
二
九
－
四
五
八
頁
。

〔
付
配
〕
　
本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
博
物
館
、
図
書
館
関
係
者
の
方
々
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
籔
刻
家
の
水
野
恵
先
生
、
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館

学
芸
貝
の
稲
福
恭
子
さ
ん
、
平
川
信
幸
さ
ん
に
は
史
料
検
討
の
上
で
、
重
要
な
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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the　relationship　between　emperor　and　influential　figtires　grew　precarious，　chal－

lenges　to　the　emperor　were　marrifest　in　the　form　of　advice　or　plots．　Basll　1　also

encountered　a　plot　in　the　spring　of　886，　aRd　was　pressed　to　reinstate　Leon　due　£o

the　exhortation　of　Senators　and　especially　Stylianos　Zautzes，　Basil’s　reliable　sub－

ordinate　and　Hetaireiarches　（Commander　of　lmperial　Bodyguards）．

　　Although　Byzantine　emperors　could　exercise　the　supreme　power　within　the

Byzantine　political　mechanism，　emperors　could　not　disregard　the　intentions　of

other　powe血I　members　of　this　mechanisln｛n　managing　the　affa辻s　of　sta£e．

A　Bibliographical　Study　of　Bird’s－eye－view　Pictures　of　Naha

　　　　　　　　　　　　prior　to　the　Nineteenth　Century：

　　　　　　　　Chronology，　Composition　and　Genealogy

by

HoRIKAwA　Altiko

　　Twelve　bird’s－eye－View　pictures　of　Naha那覇，　the　international　port　of　me（艶val

and　modern　Ryukyu琉球，　are　examined　bibKographically　in　order　to　promote

further　study　of　the　historical　geography　of　the　trade　networks　in　tl｝e　East　China

Sea．　Reexamination　of　the　autographs，　seals，　and　changes　in　landscape　representa－

tioR　shows　that　the　pictures　were　created　between　the　eigkteenth　and　early　twen－

tieth　century　and　executed　under　the　influence　of　earlier　works．　The　study　also

shows£their　origin　dates　back　to　ln　Gen－Ryo殿元良（1718－1767），　a　pailter　associ－

ated　with　the　Ryukyu　comrt．　The　dormant　cornpositional　elemeRt　that　was　typical

in　the　work　of　ln　’Gen－Ryo’s　aRd　other　Ryul〈ytian　painters　was　a　view　of　the　ocean

from　the　laRd，　emphasizing　the　prosperous　international　port，　whereas　severai

works　by　Japa艮ese　painters丘）cused　on　Shuri首里cas盤e．as　seen　from　out　at　sea．
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